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1. 研究の目的
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1-1. 研究の目的
2019年12月に閣議決定されたGIGAスクール構想により、児童生徒及び教職員1人1台のタ

ブレットPC及び学校の高速通信回線の整備がされました。それに伴い、ICTを活用した授業など
「学校におけるDX化」＝「教育の情報化」が加速化しており、「デジタル教科書」（付属のデジタ
ル教材を含む。以下、デジタル教科書）がその対象の一つとなっています。
デジタル教科書は、単に紙の教科書をタブレット端末で読むだけでなく、文章や写真が掲載され

た虫や動物等の動きを「映像」で確認したり、掲載された楽譜のメロディを「音声」で聞いて、器楽
の演奏につなげたりするなど、子どもたちは新しい方法で学ぶことができるだけでなく、学びの幅を広
げたり内容を深めたりすることができるといわれています。
上記の背景を踏まえて、「授業中のデジタル教科書の成果物・テスト結果等のデータを用いた

指導と評価に関する授業実践共同研究」を実施することとなりました。本研究は、相模原市⽴
小中学校の国語の授業において、大日本印刷株式会社が提供する採点システムを用いて収集
した学習履歴データの活用や、光村図書出版株式会社が提供するデジタル教科書や、授業⽀
援ツールなどを用いて指導者および学習者が⾏った授業を通じて、先生の授業・指導方法の変
化や評価改善の研究および、児童生徒の主体的に学習に取り組む態度の育成につながる学習
方法の研究を目的に実施します。

産学連携の共同研究の強み
中川⼀史（放送⼤学︓オンライン教育センター⻑・教授）

GIGAスクール構想による１人１台端末環境の整備から３年以上が経過した。デジタル教科
書も、主に先生が提示用に使う指導者用デジタル教科書の活用から、主に児童生徒が学習用
に使う学習者用デジタル教科書の活用へと移⾏しつつあります。これ以降は、単に指導者用から
学習者用へとなっただけではなく、データを活用した教科書やドリルなどでの学びの転換を意味して
います。
これまで、授業については、学校（先生）を中心に、自治体からの助言や研修を受けながら、

あるいは、専⾨の研究者等の知⾒や協⼒を得ながら、授業⼒向上をはかってきました。しかし、今
後はここに開発や運用を請け負う企業等の⼒を借りながら進めていくことが重要になっています。
本共同研究でもそれぞれの⽴場での知⾒を結集し、相乗効果を生んできた。これからの情報社
会では、産学連携が必須となります。そのようなケーススタディとして、ぜひ参考にしてもらえたら幸
せです。
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1-2. 研究の体制

ネットワンシステムズ

セールスエンジニアリング本部

増中 隼斗
板倉 恭子

相模原市教育委員会

学校教育部

相模原市⽴⼩・中学校

谷口台⼩学校

柴田 彩 教諭
渡邉 秀主 教諭

放送⼤学

教授 中川 ⼀史

客員教授 佐藤 幸江

運営担当

実証対象校

光村図書出版⼤日本印刷

教育ビジネス本部
営業企画部市場開発グループ

島田 陽介
鷹巣 仁哉
鈴⽊ 公貴

教育開発研究センター

森下 耕治
草薙 由莉

関東第二支社
有山 憲生

実証研究担当

有識者

相武台中学校

池上 典子 教諭須藤 雄紀
守屋 和俊

表⽊ 誕
東山 歩

坂下 ⼤輔

8 所属は2022年度のもの



1-3. 活用ツールの紹介

デジタル教科書には、「読むこと」領域の教材
に、本文や挿し絵を簡単に抜き出して貼り付け
られる「マイ⿊板」機能を搭載しています。この
機能を活用して、本文を抜き出し、自分の考え
を視覚的にまとめることができます。本研究では、
この「マイ⿊板」機能を積極的に授業内で活用
することで、子どもたちの学びにどう影響があった
か、学⼒の向上につながったのかなどを確認しま
した。
デジタル教科書はその他にも、個人の⾒やす

さに合わせて画面をカスタマイズしたり、本文に
ふりがなをふったりすることができる「サポート」機
能や、朗読音声を聴くことができる「きく」機能、
本文にペンやスタンプで書き込める「どうぐ」機能
など、さまざまな機能を搭載しています。

■DNP学びのプラットフォーム「リアテンダント®」について

■光村図書 ⼩学校国語学習者用デジタル教科書＋教材について

「マイ⿊板」の画面の例

紙のテストのデジタル採点で、先生の働き方
改革を実現。蓄積されたデータの可視化・分析
により、採点業務の効率化だけでなく、データに
基づく指導の両面で先生の働き方と学びのDX
を⽀援します。解答用紙をスキャンしてパソコン
上でデジタル採点することで、先生の採点業務
負荷を大幅に（約60%）軽減します。採点
結果は自動集計され、校務システムにスムーズ
に連携もできるため、煩わしい集計作業も簡単
になり、添削・集計ミスも防ぎます。さらに、豊富
な分析機能により、問題ごとの正答率による学
習課題の把握はもちろん、個に寄り添った指導
やクラスの傾向に沿った指導をサポートします。
本実証においては、実践者にテストをリアテン

ダント®にて採点いただき、テストの点数データ
と他の学習データを組み合わせて分析を⾏いま
した。

詳しい機能の説明や体験版はこちらからご覧いただけます。
https://2022-digital.mitsumura-tosho.co.jp/

詳しい機能の説明はこちらからご覧いただけます。
https://www.dnp.co.jp/biz/solution/products/detail/1192360_1567.html
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2.谷口台⼩学校
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2-1. 研究授業の実際

デジタル教科書導入当初の状況
谷口台小学校では、2020年6月から端末の持ち帰りを始めるなど、GIGAスクール構想開始

当初から積極的にタブレット端末を取り入れ、子どもが端末を使いたいときに自由に活用できるよ
うな環境を学校全体で整えてきた。学習者用デジタル教科書は、2021年度の本研究開始を
きっかけに全学年で導入した。そこで事前にマイ⿊板や「どうぐ」の機能を自由に使わせる時間を設
けるなどし、児童がデジタル教科書の機能に触れたことのある状態で、2・3学期の実証を⾏った。

効果測定の方法
研究の流れ
まず研究授業の指導案について打ち合わせを⾏った。それをもとに授業者が実践し、そのうち1

時間を撮影し分析した。授業後に授業者へのインタビューを⾏い、また別日にも下記の収集デー
タをもとに再度授業を分析する会議を⾏った。

2学期 第3学年柴田教諭学級での実証
中川一史教授、佐藤幸江客員教授監修のモデル指導案をベースとして、説明文「すがたをか

える大⾖」の研究授業を⾏った。

【収集データ】
• マイ⿊板のキャプチャ画像
• 児童が取り組んだ「書くこと」（食べ物のひみつ図鑑）のスキャンデータ
• 「すがたをかえる大⾖」の単元テスト（新学社）の観点ごとの点数
• 「ありの⾏列」（3学期）の単元テスト（新学社）の観点ごとの点数
• デジタル教科書に関する児童向けのアンケート ※アンケートのみ3学期末に収集

3学期 第6学年年渡邉教諭学級での実証
物語文「海の命」の研究授業を⾏った。

【収集データ】
• マイ⿊板のキャプチャ画像

※ネットワークの影響でデジタル教科書が使えなかった児童については、紙のノートを撮影した
写真を提出

• 「海の命」の単元テスト（新学社）の観点ごとの点数
• デジタル教科書に関する児童向けのアンケート
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研究実施時の機器及びソフトウェア環境
• Chromebook（各児童に1台）
• 大型提示装置（各教室に1台）
• 光村図書 小学校国語学習者用デジタル教科書＋教材（各児童に1アカウント）
• Google Classroom（各児童に1アカウント）
• DNP学びのプラットフォーム「リアテンダント🄬」（先生のみ利用可能）
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2-2. 2学期授業指導案

（１）⽐較や分類のしかた、辞書の使い方を理解し使うことができる。〔知識及び技能（２）イ〕
（２）幅広く読書に親しみ、読書が必要な知識や情報を得ることに役⽴つことに気付くことができる。

〔知識及び技能（３）オ〕
（３）書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意したりして、

文章の構成を考えることができる。 〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等B（1）イ〕
（４）自分の考えとそれを⽀える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を⼯夫することができる。

〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等B（1）ウ〕
（５）段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを⽀える理由や事例との関係などについて、叙述を

基に捉えることができる。 〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等C（1）ア〕
（６）言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。

「学びに向かう⼒、人間性等」
• 言語活動︓筆者の「説明のワザ」を⾒付け、そのワザを生かして説明する文章を書く。

日時 2022年9月26日（月）3校時 10:45〜11:30
学年 谷口台小学校第3学年
実践者 柴田 彩 教諭
単元名 ⾒つけた説明の⼯夫を生かして、食べ物ずかんを作ろう
教材名 「すがたをかえる大⾖」「食べ物のひみつを教えます」 （光村図書3年下）

単元目標

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む
態度

① ⽐較や分類のしかた、辞書の
使い方を理解し使っている。
（２）イ

② 幅広く読書に親しみ、読書が
必要な知識や情報を得るこ
とに役⽴つことに気付いてい
る。
（３）オ

① 「読むこと」において、 段落相
互の関係に着目しながら、考
えとそれを⽀える理由や事例
との関係などについて、叙述
を基に捉えている。
C（１）ア

② 「書くこと」において、書く内容
の中心を明確にし、内容のま
とまりで段落をつくったり、段
落相互の関係に注意したりし
て、文章の構成を考えてい
る。B（１）イ

③ 「書くこと」において、 自分の
考えとそれを⽀える理由や事
例との関係を明確にして、書
き表し方を⼯夫している。
B（１）ウ

① 積極的に説明される内容と
それを⽀える事例との関係な
どについて叙述を基に捉えた
り、それらを明確にして書き表
し方を⼯夫したりしようとし、
学習の⾒通しをもって、文章
の説明の⼯夫を⾒付けて、そ
れをいかして書こうとしてい
る。

単元の評価規準
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時 学習活動
評価

知 思 態

1 ●学習計画の⾒通しをもち、本⽂の内容を理解する
• 食べ物の原材料を当てる「もとのすがたは何でしょう」クイズを⾏い、学習

テーマに興味をもつ。
• P.51〜54「食べ物のひみつを教えます」を読み、最終的に「食べ物のひみ

つ図鑑」を書くこと、そのために本文から「せつめいのワザ」を⾒付けて自分の
文章に生かすことを理解する。

• 本文を読み、大体の内容を捉える。

2
～
4

●本⽂の構造を整理し、「せつめいのワザ」を⾒付ける
• 本文を「はじめ」「中」「終わり」に分けて整理し、それぞれの段落の役割を

考える。
• 「中」ではおいしく食べるための⼯夫ごとに段落がわかれていることを理解す

る。
• 本文中から、作ってみたい食品を一つ選び、選んだ食品の作り方を説明す

る。

①

5
・
6

●筆者の工夫と「せつめいのワザ」の効果をまとめる 本時
• 「せつめいのワザ」とその効果をマイ⿊板にまとめ、自分が使いたいものを選

ぶ。
• 本文から自分で⾒付けた「せつめいのワザ」をクラスで発表し、共有し合う。

①

7
～
11

●自分でテーマを選び「食べ物のひみつ図鑑」を書く
• 学校図書館で科学読物を参照し、図鑑の題材にしたい食べ物を一つ選

ぶ。
• 選んだ食べ物について、おいしく食べるための⼯夫やできる食品などを、思

考ツールでまとめる。
• 友達と意⾒交流をしながら、伝わりやすい組み⽴てや表現を考えて図鑑を

書く。

①
②

②
③

12
・
13

●友達と「食べ物のひみつ図鑑」を読み合い、感想を交流する
• 友達と「食べ物のひみつ図鑑」を読み合い、書き方や内容について意⾒交

流をする。
• 学習を振り返り、この単元を通して学んだことについてクラスで話し合う。

③ ①

単元の指導計画（全13時間）
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学習活動、指導上の留意点 授業の様子

導
入

 本時のめあてを確かめ、前時を振り
返る

• 次時以降の作文に向けて、筆者の
「せつめいのワザ」を⾒付けて、その効
果を考えてまとめることを説明する。

展
開

 「せつめいのワザ」を⾒付ける活動に
各自で取り組む

• 本文抜き出し機能を用いて、「せつめ
いのワザ」だと思った部分をマイ⿊板に
抜き出し、その理由を書かせる。

 筆者の「せつめいのワザ」とその効果
を友達と話し合う

• 特定のグループを組むのではなく、自
由に友達と交流させる。

• 相⼿の意⾒に納得したら、自分のマイ
⿊板に付け加えるとよいことを伝える。

「せつめいのワザ」を⾒付ける活動に、個人で8分間集中し
て取り組んだ後、お互いのマイ⿊板を⾒せ合いながら意⾒
を交流した。

 筆者の説明の工夫とその効果を発
表する

• 発表児童のマイ⿊板の画面を大型提
示装置に投影し、発表しやすいように
する。

• 発表を聞いて参考になった意⾒は自
分のマイ⿊板に付け加えるよう指導す
る。

挙⼿した児童が大型提示装置に端末を接続し、自分の
⾒付けた「せつめいのワザ」について発表した。

本時の指導計画（6時間目）
本時の目標 筆者の複数の説明の⼯夫について、その効果に着目し、まとめている。

〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等C（1）ア〕
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学習活動、指導上の留意点 授業の様子

展
開

発表した児童のマイ⿊板の内容。本文を抜き出し、⾒付
けたワザとその効果を「ふせん」に記入して貼り付けている。

 これまでの学習を振り返り、筆者の
説明の工夫と効果を個別でまとめ直
す

• 児童が考えたりまとめたりする⼿がかり
にできるよう、これまで発表した児童の
画面や、まとめ方の参考になりそうな
児童の画面を切り替えて提示する。

 自分で図鑑を書くときに取り入れたい
「せつめいのワザ」を選び、ワークシー
トに記入する

• 「はじめ」「中」「終わり」それぞれのまと
まりでどんなワザを使いたいか、またその
ワザによって生まれる効果について書
かせる。

マイ⿊板で自分の考えを整理した後、自分の「食べ物のひ
みつ図鑑」に取り入れたいワザをワークシートにあらためて整
理した。

ま
と
め

 本時を振り返り、次時の⾒通しをも
つ

• 次時以降の作文に向けて、食品につ
いての情報を集めることを伝える。
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「十分満足できる」状況
(A) の例

「おおむね満足できる」状況
(B)の例

「努⼒を要する」状況
（C) の例とその⼿⽴て

Bの状況に加え、「せつめいのワ
ザ」を構造的にまとめている。

筆者の「せつめいのワザ」について、
マイ⿊板を使って本文から必要な
箇所を抜き出し、「せつめいのワ
ザ」とその効果を書き加えている。

「せつめいのワザ」やその効果のい
ずれかを書き加えていない。
→例を示したり、友だちの考えを
参考にさせたりする。

本時における評価について
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2-3. 2学期授業後インタビューおよび
佐藤客員教授、東山指導主事による感想と指導

柴田教諭より授業全体を通して
児童主体の授業を心がけたが、指導者としては不安も多かった。子どもたちはマイ⿊板の機能を

楽しんで使っていたが、「マイ⿊板づくり」に必死になってしまうという印象もあった。本文を読むことを
授業の中心に据えられるよう組み⽴てる必要があると感じた。
友達と教え合いながら毎時間デジタル教科書を使用することで、「学習の道具」として児童が使

えるように指導することを心がけた。また、マイ⿊板のキャプチャを毎時間残すことで、振り返りや成
⻑、考えの⽐較・共有に使用できそうだと感じた。

佐藤客員教授より
本指導案は、自分も「書くこと」に取り組むことを児童に意識させながら、本文を読ませるというこ

とがポイントである。またICT導入初期には、どうしても子どもたちが面白い機能が気になってしまい、
授業内容に集中できないということはよく起こる。本授業もデジタル教科書導入初期の実践だが、
柴田教諭のように腰を据えてさまざまな機能に触れて覚える時間を取ることで、子どもたちも落ち
着いて授業に取り組めるようになるだろう。
授業を通して、挿絵と文章の関係に着目できている児童、はじめ、中、終わりの3つに文章がわ

かれていることに気付いている児童などがおり、それぞれ「せつめいのワザ」を⾒付けることができてい
た。しかしその情報をうまくクラス全体で共有できておらず、マイ⿊板にも変化があまり⾒られなかっ
た。情報をクラスで共有するにあたり、ペアワークがよいかグループワークがよいかなど、効果的な方
法を模索したい。
また、マイ⿊板の「抜き出し機能」を使う際、⻑文を抜き出している児童がたくさんいた。話を要

約・解釈する⼒を⾝に付けさせるために、キーワード、キーセンテンスなどを意識して抜き出すよう指
導するとよい。それが思考ツールでまとめる⼒を育むことにもつながる。

東山指導主事より
デジタル教科書を使用することで、今まで紙のノートだとうまく文章にまとめられなかった児童が、

自分の意⾒をマイ⿊板にまとめられるようになったという事例があった。失敗を恐れて紙に書くことに
抵抗感をもっている児童も、端末では簡単に書いたり消したりできるので、心理的なハードルが下
がったのかもしれない。今回は最後に「書くこと」を紙でまとめさせたが、紙でまとめるかデジタルでまと
めるかを児童の判断に委ねてもよいのではと感じた。
マイ⿊板でまとめた内容や、自分で探した情報をどう自分の図鑑に落とし込めばいいのかがわか

らなかった児童もいた。教科書P.52「調べたないようを整理しよう」のように、自分の図鑑を書く前
に思考ツールで情報を整理させるなど、スモールステップで取り組むとよい。
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2-4. 教育データに関する考察（第3学年）

テストデータ2種のまとめ（インタビューでは提示せず）
デジタル教科書を活用した授業が、児童のテストの結果にどのような影響を与えているのか検証

を⾏うために、「すがたをかえる大⾖」（2学期）及び「ありの⾏列」（3学期）のテスト点数を、
総合点および観点ごとにまとめた。
まず、総合点の平均点は「すがたをかえる大⾖」と⽐べ「ありの⾏列」が3.2点下がっているもの

の、思考・判断・表現の点数の平均点は「すがたをかえる大⾖」と⽐べ「ありの⾏列」が1.7点上
がっていた。思考・判断・表現の能⼒の向上にデジタル教科書を用いた授業が寄与した可能性が
示された。

総合 知識・技能 思考・判断・表現

2学期 「すがたをかえる大⾖」
単元テスト 160.4 87.4 74.0

3学期 「ありの⾏列」
単元テスト 157.2 81.5 75.7

2学期と3学期の差異 3.2点 低下 5.9点 低下 1.7点 上昇

思考・判断・表現範囲における点数が上がった⼈数の⽐率 66.7％

思考・判断・表現範囲における点数が変わらない⼈数の⽐率 13.3%

思考・判断・表現範囲における点数が下がった⼈数の⽐率 20.0%

【「すがたをかえる⼤豆」（2学期）及び「ありの⾏列」（3学期）の点数⽐較】

【2学期に実施したテストにおいて総合点が平均点以下であった児童を対象とした、
2学期から3学期にかけての思考・判断・表現範囲においての点数変化の内訳（人数の⽐率）】

また、2学期に実施した「すがたをかえる大⾖」のテストにて、総合点が平均点以下の児童に着
目し、2学期から3学期にかけて思考・判断・表現の点数にどのような変化が起きたか調査した。
「すがたをかえる大⾖」のテストの総合点が平均点以下であった児童のうち、66.7％（15名中

10名）の児童が、3学期に実施した「ありの⾏列」のテストの思考・判断・表現の範囲の点数が
「すがたをかえる大⾖」のテストと⽐較して上がっていた。テスト問題の内容自体が異なるという点を
考慮する必要があるが、テストの結果から測ることができる思考・判断・表現の得点が低かった児
童に対して、デジタル教科書の活用が思考・判断・表現の点数向上に寄与できた可能性が示さ
れた。
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マイ⿊板のキャプチャ、児童の成果物について
マイ⿊板は、本文を抜き出して段落の要旨を捉えたり、文章構成を図式化したりして思考

ツールのように活用することができる。またマイ⿊板の画面を示しながら友達と交流することで、
視覚的にお互いの異なる考えを学ぶことができる。当該クラスにおいて、マイ⿊板の活用方法に
ついての理解度には個人差があったが、例えば次の児童は、収集データを学習の過程に沿っ
て⾒ていくことで、学びが深まっていく様子を⾒取ることができる。

① 1時間目のマイ⿊板
6段落目の「目に⾒え
ない小さな生物の⼒」
について知りたいという
感想をもち、その部分
の文章を抜き出した。

② 5時間目のマイ⿊板
グループで話し合った
内容や、そのうえで自
分がさらに発⾒した文
を抜き出している。グ
ループの話し合いで、
接続詞が文章の構成
をつかむために大切な
ワザであると気付いたこ
とがわかる。

グループで出た「次に」「さらに」
などの接続詞を追加している。
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③ 6時間目のマイ⿊板
友達が抜き出した箇所
を自分のマイ⿊板に付
け加え、友達の考えと
自分の考えを組み合わ
せて、整理している。

本児童のテスト結果は180点（知識・技能 90点＋思考・判断・表現 90点）であった。学習活動
の目的をしっかりと掴み、マイ⿊板を振り返りながら自分の「書くこと」に落とし込むことができている。単
元ごとにこのような学習を積み重ねていくことで、着実に国語の⼒を付けていくことが期待できる。

友達の考えを付け加えている

④7〜11時間目で取り
組んだ「書くこと」
（食べ物のひみつ図鑑）
マイ⿊板で抜き出したワザで
ある接続詞を、自分の「書く
こと」にも生かすことができてい
るのがわかる。
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デジタル教科書に関するアンケートの集計結果（第3学年）
2学期での研究授業後、3学期も継続してデジタル教科書を使い授業を⾏った。3学期末に

は、デジタル教科書の使用感等に関するGoogle Formsのアンケートを児童から収集した。有
効な回答は32件であった。下記はアンケートの内容とその結果である。

56%19%

25% そう思う
どちらともいえない
そう思わない

ーQ2 (Q1について)そう感じた理由を書いてください
【Q1で「そう思う」と答えた児童の回答例】
• 「マイ⿊板などの機能があって、書くスペースが広くなって、考えが広がり、内容がわかりやすくなった。」
• 「画面の明るさとか、文章を自動で読んでくれたりするから。」

【Q1で「どちらともいえない」 「そう思わない」と答えた児童の回答例】
• 「かみでもじゅうぶんつたわるから。 」
• 「スタンプのきのうにする時とかに、⼿間がかかるからです。」
• 「パソコンだと何でも調べれたり、何でもできるけどパソコンでやるとバグったりするし、皆で一⻫にやるとラ

グくなるから教科書がいい。」(原文のまま)

－Q1.デジタル教科書を使って、紙の教科書より⽂章の内容がわかるようになったと
思いますか。

デジタル教科書を活用することで文章の内容を理解しやすいと回答した児童が過半数となっ
た。
その理由は主に2点挙げられている。
① マイ⿊板等の機能を用いて自らの考えをまとめやすくなったため（9人）
② 画面の調整や読み上げ機能などの機能を用いて、本文を読みやすくなったため（3人）
一方で、紙の教科書の方がわかりやすいという意⾒もあった。具体的には、以下のとおり。
① 紙の教科書や紙のノートとあまり使用感が変わらずメリットが感じられないため（9人）
② デジタル教科書の操作が重たいため（＝ネットワークの問題）（1人）
③ ノートの方が書き込みやすいため（＝端末固有の問題）（1人）
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デジタル教科書を活用することで他の児童との意⾒交換がしやすくなったと回答した児童は過半
数（65.6％）を超え、そう思わないと答えた児童は6.3%にとどまった。自分で文章の内容を理
解する場面よりも、友達と意⾒を共有する場面で、デジタル教科書が有用だと感じている児童が
多いことがわかった。「そう思う」と回答した児童は主に、「マイ⿊板を⾒せながら話すことで、まとめ
た意⾒を視覚的に友達に共有しやすくなった」（8人）という理由を挙げている。
また「どちらともいえない」「そう思わない」と回答した児童からは、「まとめた内容が消えてしまうと共

有ができなくなるため」（2人）、「授業では一人で考える時間がほとんどだったため」（3人）と
いった理由が挙がった。授業計画に関する内容に加え、ここでもネットワーク障害の問題が挙げら
れた。

66%

28%

6%
そう思う
どちらともいえない
そう思わない

－Q3.デジタル教科書を使って、今までより友だちと意⾒をつたえあいやすくなったと思いますか。

ーQ4 (Q3について)そう感じた理由を書いてください
【Q3で「そう思う」と答えた児童の回答例】
• 「デジタル教科書は字をまとめることが、簡単にできるので、友達に意⾒を言うとき、わかりやすく意⾒

を言いあえるのが良いと思いました。」
• 「マイ⿊板をキャストしてみんなに意⾒を発表できるから。 」
• 「そうなの︕とおもったらすぐに切り取れる。 」
• 「なぜなら、話すことが苦⼿だったけど、デジタル教科書は、⾒せるだけでも自分の意⾒が伝えられる

から。」
【Q3で「どちらともいえない」と答えた児童の回答例】
• 「時間がないから。 」
• 「1人でかんがえるときがおおいから。 」
• 「どっちでも伝えられる」

【Q3で「そう思わない」と答えた児童の回答例】
• 「全部きえたりすると、つたえられないからです。」
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－Q5 自分の考えや意⾒をまとめるとき、紙のノートとマイ⿊板のどちらが使いやすかったです
か。

Q5で「マイ⿊板の方が使いやすい」と答えた児童は全体の68.8%に及んだ。その理由とし
て、「文章の抜き出し機能や『ふせん』機能が便利」（12人）「修正が⾏いやすい」（3人）
「⼿書きよりもタイピングの方が楽」（2人）などの点が挙げられた。一方でノートの方が使いや
すいと答えた児童からは「思い通りに動かない」（1人）「使い方がわからない」（1人）「キー
ボードでの文字入⼒より⼿書きがいい」（3人）といった点が挙げられた。今回はタッチペン等を
使用していなかったので、「ペン」機能で画面に書き込む児童が少なかった。そのためタイピングの
習熟度も結果に反映されたと⾒られる。

22%

69%

9%
ノート
マイ⿊板
どちらともいえない

ーQ6 (Q5について)そう感じた理由を書いてください
【Q5で「マイ⿊板」と答えた児童の回答例】
• 「ノートは自分でかきうつすけどマイ⿊板は文章をなぞればいいから。」
• 「ノートとかだと、消すのも大変だし、言葉を、ぬきだしたりなんなりできて、まとめやすい。」
• 「広くつかえるから。 」

【Q5で「紙のノート」と答えた児童の回答例】
• 「マイ⿊板は、言うとうりにしてくれない時があるからです。 」
• 「そっちのほうが字の練習ができるから。」
• 「キーボードを打つのに時間がかかるから。 」

26



「マイ⿊板」「どうぐ」など自らの考えをまとめるためのツールのポイントが高く、「きく」「サポート」など情
報をインプットするための機能が次いで高かった。デジタル教科書は本文の内容を把握する点、自
らの考えをまとめる点両方で使えるが、児童は後者で有用だと考えていることがわかる。

－Q7 デジタル教科書の機能の中で、つかいやすかったものはなんですか。（複数選択可）

マイ⿊板

「きく」機能

「どうぐ」機能

「サポート」機能

「ワーク」

（自由記述）だんらくが出る

（自由記述）かんじ
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2-5. 3学期授業指導案

（１）語句と語句との関係、語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語句を
使うことができる。 〔知識及び技能（１）オ〕

（２）人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること
ができる。 〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等C（1）エ〕

（３）文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができる。
〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等C（1）オ〕

（４）文章を読んでまとめた意⾒や感想を共有し、自分の考えを広げることができる。
〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等C（1）カ〕

（５）言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して思い
や考えを伝え合おうとする。 「学びに向かう⼒、人間性等」

日時 2023年3月7日（火）6校時 14:40〜15:25
学年 谷口台小学校第6学年
実践者 渡邉 秀主 教諭
単元名 登場人物の関係をとらえ、人物の生き方について話し合おう
教材名 「海の命」（光村図書6年）

単元目標

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む
態度

① 語句と語句との関係、語感
や言葉の使い方に対する感
覚を意識して、語や語句を
使っている。（１）オ

① 「読むこと」において、人物像
や物語などの全体像を具体
的に想像したり、表現の効果
を考えたりしている。
C（１）エ

② 「読むこと」において、文章を
読んで理解したことに基づい
て、自分の考えをまとめている。
C（１）オ

③ 「読むこと」において、文章を
読んでまとめた意⾒や感想を
共有し、自分の考えを広げて
いる。
C（１）カ

① 登場人物の関係等に着目し
て自分の考えを広げることに
進んで取り組み、学習課題
に沿って互いの意⾒を交流し
ようとしている。

単元の評価規準
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時 学習活動
評価

知 思 態

1  全⽂を通読し、物語のキーワードをつかむ
• 全文を通読し、話の展開や内容をつかむ。
• 「『海の命』の物語を一言で表すとしたら︖」という問いについて、文章を読

み返しながら個人で考える。

2
・
3

 太⼀を成⻑させたのは何かについて考え、登場⼈物どうしの関係を捉える
• 前時で「『海の命』は成⻑の物語だ」と考えた友達が多かったことを踏まえ、

「成⻑」をキーワードに物語を読み解くことを理解する。
• 太一を成⻑させた要因について個人で考えをまとめる。
• デジタル教科書内「ワーク」を使い、太一と他の人物との関わりを整理す

る。太一を成⻑させた、それぞれの登場人物からの言葉を本文から抜き出
す。

① ①

4
・
5

 登場⼈物の特徴的な⾔葉や太⼀の⼼情について考える
• 与吉じいさの言葉「千びきに一ぴきでいいんだ」の意味を考え、「ふせん」に

自分の考えを打ち込みマイ⿊板に貼り付ける。友達の意⾒も「ふせん」の
⾊を変えて自分のマイ⿊板に付け加える。

• 同様に「太一が『瀬の主』にとどめを刺さなかったのはなぜか」についても考え
をまとめる。

②

6  太⼀はどんな漁師に成⻑したのかを考える 本時
• 太一はいったいどんな漁師に成⻑したのかを、今までのマイ⿊板を振り返り

ながら考える。
• 自由に席を移動しながら友達と意⾒を交流する。
• 児童のマイ⿊板を大型提示装置に映し、クラス全体で意⾒を共有し話し

合う。

③ ①

単元の指導計画（全6時間）
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学習活動、指導上の留意点 授業の様子

導
入

 前時までの流れを振り返り、「太⼀は
どんな漁師に成⻑したのか」という本
時のテーマを確認する

• 太一は「一人前の漁師」になっていな
いことをおさえる。ではいったいどんな漁
師になったのか、本時で考えることを確
認する。

板書で本時までの流れを簡単に示し確認した。

展
開

 今までのマイ⿊板を振り返りながら
個⼈で意⾒をまとめる

• 今までのマイ⿊板を振り返りながら考
えるように伝える。

• 自分の考えを「ふせん」機能を使い、
打ち込んでマイ⿊板に貼り付けるよう
指示する。

 自由に席を移動しながら友達と意⾒
交流をする

• お互いのマイ⿊板を⾒せ合いながら意
⾒交流するよう指導する。

• 友達の意⾒で参考になったものは、
「ふせん」の⾊を変えてマイ⿊板に付け
加えるよう伝える。

お互いのマイ⿊板を示しながら、周囲の友達と自由に意⾒
を交流した。

本時の指導計画（6時間目）

本時の目標 読んで理解したことに基づき、太一の生き方や考え方の変化について、
自分の考えをまとめて共有し、自分の考えを広げることができる。

〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等C（1）カ〕
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学習活動、指導上の留意点 授業の様子

展
開

 クラス全体で意⾒を共有する
• 本時児童のマイ⿊板を前の大型提示

装置に映す。

初発の感想は白、友達からの意⾒は緑、最終的な意⾒や
気付きは赤の「ふせん」で示した。

今回はなかなか最初に自分の意⾒を書き出せなかった児
童を3名ピックアップし、友達の意⾒を踏まえて再度考えた
ことを発表させた。

ま
と
め

 本単元を振り返る
• 本時で学んだことや自分の最終的な

意⾒をマイ⿊板に記入させる。

「十分満足できる」状況
(A) の例

「おおむね満足できる」状況
(B)の例

「努⼒を要する」状況
（C) の例とその⼿⽴て

Bの状況に加え、友達の意⾒をマ
イ⿊板に反映させ、自分の考えを
再構築している。

本時のテーマについて、今までのマ
イ⿊板を振り返りながら自分の考
えをまとめている。

本文をもとに本時のテーマについ
て考えることができていない。
→指導者と一緒にマイ⿊板を振
り返らせ例を示したり、友だちの考
えを参考にさせたりする。

本時における評価について
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2-6. 3学期授業後インタビューおよび
佐藤客員教授、東山指導主事による感想と指導

渡邉教諭より授業全体を通して
マイ⿊板のキャプチャをGoogle Classroomで提出させることで、評価や⾒取りのスピードがノー

トよりも格段に上がった。毎回の授業でマイ⿊板の確認をしていたが、子どもたちの思考を可視化
しやすく、一目で考えていることがわかるところがよい。3学期にもなると児童１人ひとりとの人間関
係もでき、先入観をもって授業を進めがちになるが、マイ⿊板を⾒ることで意外な発⾒も⾒られた。
特別⽀援の観点からも、デジタル教科書の活用は有効だと感じた。総ルビ機能を使い集中して

授業に取り組めるようになったり、文字を拡大する機能で授業に取り組みやすくなったりした。
本時は、意⾒をもちづらい内容と思われるが、友達の意⾒を参考にして、最終的にはクラス全

員が意⾒をもつことができ、学びを深めることができたと感じている。

佐藤客員教授より
本時でのテーマ「太一はどんな漁師に成⻑したのか」は、子どもから出たテーマではなかったので、

意⾒をもてない児童が多かったのかもしれない。前時に「振り返りの中でこういう意⾒があったので、
次回に深めよう」と伝えておくとよかった。
また、「海の命」は小学校国語の最後の単元にあたる。自分の人生と関連付けながら読み取ら

せたい。周りの人が自分の人生に影響を与えており、いろんな価値観の中から自分で選択しなが
ら決めていく物語だ。例えば、「抜き出し機能」を使い、「ワーク」で人物相関図をまとめる活動に
じっくり取り組ませてもよかったのでは。

東山指導主事より
アンケート結果を⾒て「今まで友達から『ノートの文字が読みにくい』と言われていたけど、マイ⿊

板だと伝えやすいからいい」と回答している児童がいた。今回の授業でも、可視化しやすいというデ
ジタル教科書の強みを生かし、意⾒交流ができていたのではないか。
ある児童は自分の思考をメモとしてマイ⿊板に残していて興味深かった。他の児童は基本的に

最初から意⾒交流のためにマイ⿊板をまとめていた。短い時間で自分の意⾒を出しながら、それを
まとめるという作業がハードルが高かったのではないか。例えば、自分の意⾒を整理するためにマイ
⿊板をメモ的に活用する時間と、友達に⾒せるためにマイ⿊板を整理し直す時間を、別に設けて
もよかったかもしれない。
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2-7. 教育データに関する考察（第6学年）

マイ⿊板のキャプチャ、児童の成果物について
本学級においても、マイ⿊板の活用方法についての理解度には個人差があった。そこで先生

が使い方の例を提示するなどして使い方を示し、個人でマイ⿊板に考えを整理する時間を多く
設けた。次の児童について、収集データを学習の過程に沿って⾒ていくことで、学びが深まって
いく様子を⾒取ることができる。

①2時間目のマイ⿊板
先生が、「スタンプ」や「せん」の
機能を使って人物どうしの関
係を整理できることを説明した。
その後、太一の人生に影響を
与えた登場人物の言葉を抜
き出した。その横に「その言葉
が太一にどんな影響を与えた
か」について、自分の考えを「ふ
せん」に書き出して貼った。

②4時間目のマイ⿊板
先生が、友達の考え
は「ふせん」の⾊を変え
て示すように指示した。
その後、自分の考えと
⽐べることで、本文をも
とに考え、それを受けて
修正した自分の最終
的な考えをマイ⿊板に
示すことができている。

本児童のテスト結果は200点満点（知識・技能 100点＋思考・判断・表現 100点）であっ
た。また、本児童はアンケートにおいても、「段落などを表示できるためデジタル教科書で内容を理
解しやすくなった」「他の人の意⾒を『ふせん』の⾊を変えて書き込むことができるので、他の人と意
⾒を伝え合いやすくなった」「本文を抜き出せるので考えをまとめやすくなった」と回答している。この
児童の学習活動は、意⾒や根拠を可視化しやすいというマイ⿊板の特性を理解できた一つの例
といえる。
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デジタル教科書に関するアンケートの集計結果(第6学年)
「海の命」の授業後に、デジタル教科書の使用感等に関するGoogle Formsのアンケートを

児童から収集した。有効な回答は34件であった。下記はアンケートの内容とその結果である。

ーQ2. (Q1について)そう感じた理由を書いてください
【Q1で「そう思う」と答えた児童の回答例】
• 「段落分けとかを自動でやってくれるし、抜き出しや線引きを簡単にできるから。 」
• 「読む機能で、自分が読むとつっかえたりするから。 」

【Q１で「どちらともいえない」「そう思わない」と答えた児童の回答例】
• 「開くのに時間がかかるから。 」
• 「紙もデジタルもそこまで変わらなかった(別に点数も伸びてない） 。 」

－Q1.デジタル教科書を使って、紙の教科書より⽂章の内容がわかるようになったと
思いますか。

デジタル教科書を活用することで文章の内容を理解しやすいと回答した児童が過半数となっ
た。第3学年向けのアンケートと⽐べ、「どちらともいえない」の回答⽐率が高くなったが、「そう思う」
と回答した児童の割合はほぼ変わらない。
「そう思う」と回答した児童の理由としては「スクロール機能や『せん』を引く機能、読み上げ機能

などの機能を用いて、本文を読みやすくなったため」（10人）というものがほとんどだった。
一方で「どちらともいえない」「そう思わない」と回答した児童の理由として、「紙でもデジタルでも

どちらでも変わらない」（9人）という意⾒が多く挙がった。

56%

41%

3%

そう思う
どちらともいえない
そう思わない
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－Q3.デジタル教科書を使って、今までより友だちと意⾒をつたえあいやすくなったと思います
か。

「そう思う」と回答した児童が過半数となった。しかし、第3学年向けのアンケートと⽐べ「どちらとも
いえない」の⽐率が10.1ポイント高くなり、「そう思う」の⽐率が9.7ポイント低くなっている。
「どちらともいえない」と回答した児童の多くがその理由として「紙のノートでもデジタル教科書でも

変わらない」（10人）と回答している。「そう思う」と回答した理由では「ふせん」機能などの有用
性が挙げられている。

56%
38%

6%

そう思う
どちらともいえない
そう思わない

ーQ4.(Q3について)そう感じた理由を書いてください
【Q3で「そう思う」と答えた児童の回答例】
• 「紙だと、読みにくいとか言われたりしたけど、デジタルだと、意⾒を伝えやすくなって友達にもわかってくれるか

らです。 」
• 「マイ⿊板の写真を取り、クラスルームなどの情報共有ツールにアップロードすると他の人の意⾒が⾒れた

り、自分の意⾒を⾒てもらいやすくなるので、紙面のときよりも友人との情報共有がしやすいと感じまし
た。」

• 「他の人の意⾒を付箋の⾊を変えて書き込めたりできたから。」

【Q3で「そう思わない」と答えた児童の回答例】
• 「デジタル教科書がなくても、友達と意⾒交流できていたから。」
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－Q5.自分の考えや意⾒をまとめるとき、紙のノートとマイ⿊板のどちらが使いやすかったですか。

21%

68%

12%

ノート
マイ⿊板
どちらともいえない

ーQ6. (Q5について)そう感じた理由を書いてください
【Q5で「マイ⿊板」と答えた児童の回答例】
• 「まとめるのも、⽮印とかつかえたり、付箋の⾊を変えられたりして、マイ⿊板のがやりやすいと思った。」

【Q5で「紙のノート」と答えた児童の回答例】
• 「これまでずっと使っていたから」
• 「マイ⿊板だと自分の好きにできないけどノートだと自分の好きなようにできるから。⼿書きのほうが書き

やすいから」

自分の考えや意⾒をまとめる際、マイ⿊板の方が使いやすいと答えた児童は全体の67.8%に
及んだ。
回答傾向は前述（P.26）の第3学年向けアンケートと同様だった。

－Q7.デジタル教科書の機能の中で、つかいやすかったものはなんですか。

マイ⿊板

「きく」機能

「どうぐ」機能

「サポート」機能

「ワーク」

（自由記述）「ふせん」
の⾊を変えることができる

使いたい機能については、「マイ⿊板」や「どうぐ」など自らの考えをまとめるためのツールのポイントが
高く、「きく」や「サポート」など情報をインプットするための機能が次いで高かった。回答傾向は第3学
年のアンケート結果とほぼ同様だが、第3学年に⽐べ、第6学年のアンケート結果では、「どうぐ」より
も「マイ⿊板」の方が回答率が高かった。
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37
※ 変化量のクラス平均＝-4.1ポイント

アンケート回答 ＼
2学期-3学期の得点変化量 紙の方が理解できた どちらとも言えない デジタル教科書の方

が理解できた

変化量のクラス平均より高い 1名 3名 13名

クラス平均点より低い 7名 3名 5名

■アンケートQ2とテスト合計点の推移（2学期から3学期）の分布
Q2 デジタル教科書を使って、今までより友だちと意⾒をつたえあいやすくなったと思いますか。

■Q3とテスト合計点の推移（2学期から3学期）の分布

Q3 自分の考えや意⾒をまとめるとき、紙のノートとマイ⿊板のどちらが使いやすかったですか。

アンケート回答 ＼
2学期-3学期の得点変化量 紙の方が理解できた どちらとも言えない デジタル教科書の方

が理解できた

クラス平均点より高い 0名 3名 13名

クラス平均点より低い 2名 6名 8名

アンケート回答 ＼
2学期-3学期の得点変化量 紙の方が理解できた どちらとも言えない デジタル教科書の方

が理解できた

クラス平均点より高い 3名 2名 12名

クラス平均点より低い 4名 1名 10名

■アンケートQ1とテスト合計点の推移（2学期から3学期）の分布
Q1 デジタル教科書を使って、紙の教科書より文章の内容（ないよう）がわかるようになったと思
いますか。

※ 変化量のクラス平均＝-4.1ポイント

※ 変化量のクラス平均＝-4.1ポイント

8名多い

5名多い

2名多い

デジタル教科書に関するアンケート（児童向け）とテスト結果の
相関についての分析
デジタル教科書の活用が、学習の定着度合いの指標の一つであるテスト結果にどのような影響

を与えているか検証を⾏うために、デジタル教科書を活用した授業を2学期から3学期にかけて継
続して⾏った結果、児童のテストの結果にどのような変化が起きたのか分析を⾏った。
デジタル教科書に関するアンケートへの回答傾向、2学期から3学期のテストの得点の変化量

（単元・問題の内容が異なるため、学⼒への変化を示す指標の一つとして捉える）を分析し下
表に記した。
結果として、デジタル教科書の活用に対してポジティブな回答をした児童は、ネガティブな回

答をした児童に⽐べ、テストの点数が伸びている傾向にあることが判明した。





3.相武台中学校
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3-1. 研究授業の実際

デジタル教科書導入当初の状況
相武台中学校では生徒が自ら学びに向かう姿の実現のために、教育活動全体で活発にICTを

活用している。学習者用デジタル教科書は、本研究開始をきっかけに2022年9月より全学年で
導入した。デジタル教科書の機能は「使いながら覚える」ことを意識し授業を進め、生徒が一通り
の機能を理解した段階で、2・3学期の実証を⾏った。

効果測定の方法
研究の流れ
まず研究授業の指導案について打ち合わせを⾏った。それをもとに授業者が実践し、そのうち1

時間を撮影し分析した。授業後に授業者へのインタビューを⾏い、また別日にも下記の収集デー
タをもとに再度授業を分析する会議を⾏った。

2学期
説明文「君は『最後の晩餐』を知っているか」で研究授業を⾏った。

【収集データ】
• マイ⿊板のキャプチャ画像
• 「振り返りシート」のスキャンデータ
• テストの観点ごとの点数
• 最終課題（感想文）のGoogle スライド資料
• デジタル教科書に関する生徒向けのアンケート

3学期
物語文「走れメロス」で、ジグソー法（※）を用いて研究授業を⾏った。
※カリフォルニア大学名誉教授エリオット・アロンソンらが提唱した協同学習を促す学習方法。

参考URL︓https://ni-coref.or.jp/archives/5515

【収集データ】
• マイ⿊板のキャプチャ画像
• 「振り返りシート」のGoogle スプレッドシートデータ
• ホームグループでの活動で使用した紙のメモのスキャンデータ
• ホームグループでの活動で使用したGoogle Jamboardのキャプチャ画像
• 最終課題（映画トレーラー）のGoogle スライド資料
• テストの観点ごとの点数
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• デジタル教科書に関する生徒向けのアンケート

研究実施時の機器及びソフトウェア環境
• Chromebook（各生徒に1台）
• 大型提示装置（教室に1台）
• 光村図書 中学校国語学習者用デジタル教科書＋教材（各生徒に1アカウント）
• Google Workspace for Education（各生徒に1アカウント）

- Google スプレッドシート
- Google スライド
- Google Jamboard

• Benesse 「ミライシード」（各生徒に1アカウント）
• DNP学びのプラットフォーム「リアテンダント®」（先生のみ利用可能）
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3-2. 2学期授業指導案

（１）意⾒と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解することができる。
〔知識及び技能（２）ア〕

（２）観点を明確にして文章を⽐較するなどし、文章の構成や論理の展開、表現の効果に
ついて考えることができる。 〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等C（1）エ〕

（３）言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役⽴て、我が国の言語文化を大
切にして、思いや考えを伝え合おうとする。 「学びに向かう⼒、人間性等」

日時 2022年11月24日（火）5校時 13:50〜14:40
学年 相武台中学校第2学年
実践者 池上 典子 教諭
単元名 具体と抽象で文章を捉えよう︕
教材名 「君は『最後の晩餐』を知っているか」「『最後の晩餐』の新しさ」（光村図書2年）

単元目標

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む

態度

① 意⾒と根拠、具体と抽象など
情報と情報との関係について
理解している。
（２）ア

① 「読むこと」において、観点を
明確にして文章を⽐較する
などし、文章の構成や論理の
展開、表現について考えてい
る。
C（１）エ

① 積極的に内容を解釈し、学
習課題に沿って理解したこと
を説明しようとしている。

単元の評価規準
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単元の指導計画（全5時間）

44

時 学習活動
評価

知 思 主

1 ⽂章の構成や内容を⼤まかに理解し、根拠をもとに感想を伝え合う
• 全文を通読し、話の展開や内容をつかむ。
• 本文中で興味をもったキーワードをそれぞれ抜き出し、クラス全体でミライ

シードによりキーワード集計を⾏う。

2
・
3

具体と抽象の関係を意識しながら内容を捉える 本時
• 前時のキーワード集計や教科書P.52「思考のレッスン1」をもとに、具体的な

表現、抽象的な表現とは何か、本文をマイ⿊板に抜き出して考える。
• 「最後の晩餐」の絵と本文を結び付けて、 具体と抽象の関係を意識しなが

ら内容を読み取る。マイ⿊板を活用して情報を整理した後、グループでお互
いの意⾒を交流する。

• 筆者の言葉「かっこいい」について、具体的に説明している文章はどこか考え
る。

①

4
・
5

本⽂と「『最後の晩餐』の新しさ」を⽐較して読む
• 教科書P.180「『最後の晩餐』の新しさ」を読み、4枚の「最後の晩餐」を⾒

⽐べて気付いたことを発表する。
• 教科書P.181〜182を確認する。その後二つの文章をさまざまな観点に

沿って⽐較し、共通点や相違点を表にまとめる。

6 ⽂章の構成や表現がもたらす効果や印象について考えて⽂章にまとめる
• 評論文に使われている構成や表現を用いて、自分の好きな作品について

論じる。
① ①



学習活動、指導上の留意点 授業の様子

導
入

●具体と抽象で構成を考えるという目
標を確かめ、前時を振り返る
• ミライシードのキーワード集計から出て

きた単語をもとに、具体と抽象の関係
から文章を捉えることを確認する。

展
開

●具体と抽象の関係から⽂章の構成を
整理したマイ⿊板をもとに、グループで
交流する
• 本文中のキーワードを具体と抽象に

分類したマイ⿊板を⾒せながら、3人
グループで説明し合うことを確認する。

• マイ⿊板にお互いの意⾒の相違点や
参考になった意⾒を記入するよう伝え
る。

「最後の晩餐」の図版と本文中のキーワードを結び付け、
個人で⼯夫してマイ⿊板を作成していた。

●「最後の晩餐」を評価する⾔葉、「かっ
こいい」について考える
• クラスの友達が描いた絵を⾒せて評価

する言葉を引き出す。
• 本文中から「最後の晩餐」を評価して

いる言葉を探させる。

友達の絵を⾒て「かわいい」などの評価する言葉を挙げさせ
た。自分で一度言語化する活動を挟むことで、自分ごとと
して授業に取り組むことができた。

本時の指導計画（3時間目）
本時の目標 図版と本文を結び付け、具体と抽象の関係を意識し、内容を捉えることができる。

〔知識及び技能（２）ア〕
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学習活動、指導上の留意点 授業の様子

展
開

• 「かっこいい」は具体か抽象かを考えさ
せる。「かっこいい」を具体的に示した
箇所が二つあることを伝え、自分の意
⾒をマイ⿊板に書かせる。

• グループで意⾒を交流させ、参考に
なった友達の意⾒をマイ⿊板に反映
するよう指示する。

マイ⿊板を⾒せ合いながら意⾒を交流した。

生徒が示したマイ⿊板の内容。

ま
と
め

●本時を振り返り、次時の⾒通しをもつ
• 振り返りシートに本時で学んだことなど

を記入させる。

「十分満足できる」状況
(A) の例

「おおむね満足できる」状況
(B)の例

「努⼒を要する」状況
（C) の例とその⼿⽴て

Bの状況に加え、友達との相違点
や友達の意⾒をマイ⿊板に反映
させ、自分の考えを再構築してい
る。

図版と本文を結び付け具体と抽
象で構成を捉えている。

図版と本文が結び付かない。
→例をもとに指導者と一緒に考え
させたり、友だちの考えを参考にさ
せたりする。

本時における評価について
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3-3. 2学期授業後インタビューおよび
佐藤客員教授、表⽊指導主事による感想と指導

池上教諭より授業全体を通して
マイ⿊板の「抜き出し機能」などを活用して、今までよりすばやく意⾒をまとめられるようになった。

浮いた作業時間を、思考する時間に充てることができる。書くことに抵抗があり、ノート提出ができ
なかった生徒が、デジタル教科書導入後に自分の考えをまとめられるようになったという事例もあっ
た。また紙の教科書だと文章を書き出すのが大変なため、根拠を示す際にページ数のみ記述して
いたが、マイ⿊板の活用で考えの根拠を明確に示すことができるようになった。
また、可視化できることがデジタルの強みだと感じた。端末の画面を⾒せながら友達と話し合うこ

とで、意⾒交流しやすくなった。時系列で書いていくノートと違い、マイ⿊板は全体を捉えながら
作っていく。後から思いついた意⾒を気軽に書き加えやすい。
ノートでの勉強の仕方を確⽴している生徒からは、アンケートにおいて「デジタル教科書を使って

も使わなくてもどちらでもよい」もしくは「紙の方がよい」といった声が出ている。

佐藤客員教授より
授業の最初に評論の勉強であることを伝えたのち、最終的には生徒自⾝も評論をするという意

識づけをして、自分ごととして授業に取り組ませたい。
ある文が関係性によっては具体と捉えることもできるし、抽象にもなりうるという点に気付き、マイ

⿊板にまとめている生徒がいた。ぜひ全体に共有してほしい意⾒だ。例えばピラミッドチャートなどを
使い、具体と抽象の関係を整理させてもよいかもしれない。本時のキーワード「かっこいい」は具体
だが、抽象でもある。本時は「文章全体が具体と抽象でできている」と先生がまとめていたが、生徒
からその結論を引き出してほしかった。
協働的な学びの素地を池上教諭が育んできたことで、デジタル教科書での意⾒交流もスムーズ

だったと感じた。参考になった友達の意⾒は⾊を変えて書き込ませるなどするとよいだろう。

表⽊指導主事より
デジタル教科書については２学期からの取組であったが、生徒は、本文をそのまま抜き出せるこ

とや図式化が容易なこと等のメリットを生かしながら学習に取り組めていた。また、思考を整理する
際には、ノートを選択する生徒もおり、自ら学習方法を選択する姿は、まさに個別最適な学びを
具現化したものと捉えることができる。それは、先生が積極的かつ意図的に学習活動において、
ICTの様々なツールを活用できる計画を⽴てることができたからである。
本時では、「具体と抽象」を捉える学習であったが、文章を根拠に共通点・相違点を⾒付けな

がら協働的に学ぶには、ICTを活用することの効果は高いと感じた。
今後、ICTを活用した授業展開においては、さらに生徒同⼠で読み深めていく、まとめの言葉を

⾒出すような学びを期待したい。
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3-4. 3学期授業指導案

（１）情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うことができる。
〔知識及び技能（２）イ〕

（２）文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方などを捉えることが
できる。 〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等C（1）ア〕

（３）登場人物の言動の意味などについて考えて、内容を解釈することができる。
〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等C（1）ウ〕

（４）言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役⽴て、我が国の言語文化を大切
にして、思いや考えを伝え合おうとする。「学びに向かう⼒、人間性等」

日時 2023年2月14日（火）2校時 10:05〜10:55
学年 相武台中学校第2学年
実践者 池上 典子 教諭
単元名 登場人物たちの言動の意味をつなげよう︕
教材名 「走れメロス」（光村図書2年）

単元目標

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む

態度

① 情報と情報との関係の様々
な表し方を理解し使っている。
（２）イ

① 「読むこと」において、文章全
体と部分との関係に注意しな
がら、登場人物の設定の仕
方などを捉えている。
C（１）ア

② 「読むこと」において、登場人
物の言動の意味などについて
考えて、内容を解釈している。
C（１）ウ

① 積極的に登場人物の言動の
意味などについて考え、学習
課題に沿って考えたことを語り
合おうとしている。

単元の評価規準
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単元の指導計画（全7時間）
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時 学習活動
評価

知 思 主

1
学習の⾒通しをもつ。⽂章を通読し、内容の⼤体をつかむ
• デジタル教科書を使って読み、物語の展開を確認する。
• デジタル教科書内の「ワーク」を使用し、人物相関図を作成する。

2

メロス・セリヌンティウス・ディオニスの中から担当する⼈物を決め、読み深める
• 先生が「少年の日の思い出」を例に説明した、ジグソー学習の仕組みにつ

いて理解する。
• 担当する登場人物の性格や言動の特徴、他の登場人物の関係について

文章全体を踏まえて捉える。
• マイ⿊板に担当する人物の言動や挿し絵を抜き出し、自分の考えを「ふせ

ん」に記入してまとめる。

①

3

エキスパートグループで担当する登場⼈物について意⾒を交流する
• 担当する人物が同じ生徒どうしでエキスパートグループを組む。
• 参考になった友達の考えは「ふせん」の⾊を変えて、マイ⿊板に付け加える。
• エキスパートグループで深めた内容をホームグループにもち帰りプレゼンテー

ションすることを念頭に置いて、マイ⿊板を整理する。

4

ホームグループで、登場⼈物どうしの関係性について意⾒を交流する 本時
• ホームグループのメンバーに、担当した人物についてマイ⿊板を⾒せながらプ

レゼンテーションする。
• 「共通点」「相違点」「相関性」など、さまざまな関係の表し方について理解

する。
• それぞれの登場人物の関係性を、言動の意味を踏まえながらJamboard

に整理する。
• いくつかのグループの発表を聞いて参考にする。

①

5
・
6

登場⼈物の関係性をさらに読み深め、映画のトレーラー（予告編）を作成す
る
• 登場人物の関係性の中から、さらに深めたいものを一つ選び、話の展開を

踏まえて考える。
• 今までの授業を振り返りながら、「走れメロス」を映画化するとしたらどんなト

レーラーがよいか考える。
• Google スライドを用いてホームグループで映画のトレーラーを作成する。

②

7

映画のトレーラーを発表し鑑賞する
• ホームグループごとに映画のトレーラーと制作の意図を発表する。
• Google スプレッドシートの「振り返りシート」に記入し、単元全体の振り返

りをする。

①



学習活動、指導上の留意点 授業の様子

導
入

●学習の流れと本時の目標を確認する
• Google Jamboardにそれぞれのマイ

⿊板を貼り付け準備させる。

展
開

●エキスパートグループで考えたことを
ホームグループでプレゼンテーションす
る

• 自分の担当した人物と結び付きそうな
情報に注意することを伝える。

• プレゼンテーションはマイ⿊板を読み上
げるのではなく、相⼿にわかりやすく説
明することを指導する。

• 気付いたことは紙で配布したメモに簡
単にまとめることを指導する。

マイ⿊板の画面を⾒せながら説明している様子。配布した
プリントにはキーワードなどを端的にメモするように伝えた。前
時にエキスパートグループで考えを深めたことで、自信をもっ
てホームグループのメンバーにプレゼンテーションできている様
子が⾒られた。

●登場⼈物がどのように関係しているか、
⾔動の意味を踏まえながらGoogle 
Jamboardに整理する

• 登場人物の言動を結び付ける観点や
整理の仕方を示す。

• 共通点や相違点を抽象的な表現や
キーワードで示すことを伝える。また、
記号や囲みなどを使って視覚的に
Google Jamboardに整理させる。

登場人物の関係性を考える上でのポイントを、意⾒交流
の前に共有した。

本時の指導計画（4時間目）
本時の目標 友達の情報と自分の情報を結び付けて、可視化して整理することができる。

〔知識及び技能（２）イ〕
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学習活動、指導上の留意点 授業の様子

展
開

●いくつかのグループの発表を聞く
• 発表を聞いて参考になった意⾒は、マ

イ⿊板やGoogle Jamboardに付け
加えてもいいことを伝える。

Google Jamboardでのまとめ方はグループによってさまざ
まだった。このグループは共通点や相違点を付箋の⾊を変
えて端的に示している。

ま
と
め

●本時を振り返り、次時の⾒通しをもつ
• 振り返りシートに本時の授業で自分が

できなかったことや次の授業で生かせ
ることを記入する。

「十分満足できる」状況
(A) の例

「おおむね満足できる」状況
(B)の例

「努⼒を要する」状況
（C) の例とその⼿⽴て

Bの状況に加え、友達との相違点
や意⾒をマイ⿊板に反映させ、登
場人物の関係についての考えを
再構築している。

登場人物どうしの関係を捉え、記
号などを用いて表している。

登場人物の関係を本文をもとに
捉え、記号などを用いて表すこと
ができていない。
→例をもとに指導者と一緒に考え
させたり、友だちの考えを参考にさ
せたりする。

本時における評価について
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池上教諭より授業全体を通して
ジグソー法は「走れメロス」という教材にマッチした方法だと感じた。ただ、この内容をすべて⾏うに

は50分の時間内では足りなかった。ホームグループは⽋席状況や個人の能⼒を考慮しつつも、基
本的には近くの席の生徒どうしで編成した。エキスパートグループは意図的に核となる生徒を入れ
ながら編成した。この方法はとてもいいが、⽋席者が出た際の調整が大変だと感じた。
ジグソー法では授業の参加度は⾮常に高い。ホームグループのメンバーに説明するために、必死

にエキスパートグループでの活動に取り組むようになる。自分ごととして授業に集中していた。
本時ではホームグループの意⾒をまとめるためにGoogle Jamboardを用いた。情報の整理に

関してはすでに1学期で学んでいるため、観点を⽴てて表にまとめる作業にスムーズに取り掛かるこ
とができていた。ここからもう一歩踏み出して、文章化する⼒も付けさせたい。
トレーラーは別の単元でもグループで作成させたことがある。トレーラーを作らせると、要点を押さ

えるために、自然と何度も自分たちのメモや文章を⾒返すので、効果的な方法だと考えている。

佐藤客員教授より
教師主導ではなく、文脈のある授業づくりだった。生徒一人ひとりが意欲的に取り組んでいる様

子が⾒られた。また、教科書を何度も何度も読み返していたのが印象的だった。これはマイ⿊板の
「抜き出し機能」があるからこそだ。
本時でホームグループで取った紙のメモは貴重な情報源だ。このメモが最終的に映画のトレー

ラーづくりにつながるというところが面白い。メモは簡略化して取るように先生が指示していたこともよ
かった。Google Jamboardでの話し合い活動を、この紙のメモをもとに⾏えればよりよかった。ま
た1時間目で作成した人物相関図に書き込ませて整理させてもよかったのでは。

表⽊指導主事より
生徒一人ひとりの自ら学ぶ姿が印象的であった。ジグソー法を取り入れた学習であったが、自分

の分担を任された以上、繰り返し文章を読む必然性があり、友だちに伝えるためには、エキスパー
トグループでの議論において、自分の言葉で考え等を伝えられるようまとめていく必要がある。ここで
は、そのツールとしてマイ⿊板を⾮常に有効に活用できていた。
ホームグループでは、多様な考えが出るが、エキスパートグループで考えたからこそ、自信をもって

自分の考えを伝えることができていた。
前回（２学期）から授業を拝⾒しているが、先生がさらに生徒主導を意識し、生徒同⼠の議

論や交流から、本時のキーワード等を⾒出せる計画を⽴てることができていた。
ICTの活用を通して、子どもたちが自己調整しながら学習を進める等の個別最適な学びと、多

様な他者と協働しながら新たな価値を⾒出す等の協働的な学びを一体的に充実させていくモデ
ルとしての可能性を大きく感じた授業であった。

3-5. 3学期授業後インタビューおよび
佐藤客員教授、表⽊指導主事による感想と指導
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3-6. 教育データに関する考察（3学期）

振り返りシート
2学期は、池上教諭が自作した紙の振り返りシートを収集し、生徒の自己評価とテストの結

果、マイ⿊板の内容に相関があるかなどを⾒取りながら授業後のインタビューを⾏った。振り返り
シートを活用することで、生徒が授業で学んだ内容を一覧できること、また先生からのフィードバッ
グで生徒の学習意欲が上がっていることなどが確認できた。
そこで本単元では、池上教諭が作成したシートをもとに光村図書が提案した振り返りシート

（Google スプレッドシート）の運用を⾏った。各目標に対しての理解度の自己評価（A〜C
の3段階評価）および理由を生徒に記載させることに加え、友達と学び方についてのフィード
バックを記入しあう欄を設けた。

「走れメロス」学びの足跡 　１組  ホームグループ ９ 名前

めあて 登場人物達の言動の意味をつなげよう！！

学習活動 「走れメロス」を映画化に際して予告編（トレーラー）を作ろう。

友達より 先生より

全文を通読（朗読を聞き）し、作品の設定と構成を確かめることができる。

B

理由

B 理由

B 理由

B 理由

B 理由

B 理由

B 理由

B 理由

総合的な自
己評価/次へ
の課題/感想

B

友達より 先生より

メロスの違った発想、そして色々な心情を１人１人
考えることができていて、付け加えるべきところ

だったり捉え方など色々工夫できた

エキスパートグループ 1

目標・活動内容 自己評価

②人物相関図を作成する
B:登場人物の関係を図式化することができる。（主体）

人物像を読み取り、内容と結びつけて考えることができる。

①登場人物の言動を抜き出し、そこから考えた言動の意味をマイ黒板に記入する。（思
考・判断・表現）

メロスについて本文を読み、上手くまとめることが
あまりできなかったが、メロスの心情だったりをも
う少し知っていき、物語の動き方、メロスという人
物がどの場にいたから物語が成立したか、それを

もっと知っていきたい

捉える
2時間

①本文を通読する（朗読を聞く）。
 難解語句や新出漢字を調べて理解する。（知識・技能）

読み深める３
時間

①スライドで予告編を作成する。

①スライドの発表。

考えを持つ
2時間

①エキスパートグループでそれぞれが考えたことを話し合う。
②話し合って考えたことを付け加える。（主体）

他の班の意見を取り入れ、加えるべきところをグ
ループで話し合い、発表できた

自分たちの班で意見を言い合い、それを元にスライド作成ができたしそれにたいして発表できたから良かった

積極的に意見を言う事をいろんな単元でも続けられるようになったらより良くなると思った。

①自分が担当した人物についてプレゼンする。
②登場人物の言動がどのように関係しているかについて言動の意味　　　を踏まえな
がら整理する。
③人物の関係について話し合う。（知識・技能）

メロスについて見つめ返し色々な見方だったり心
情を知れた

登場人物の言動の関係の中から深めたいものを選び、映画の予告編をつくることができる。

①予告編に入れたい解釈を入れ、作品の魅力についてまとめる。
②予告編をホームグループで作成する。

グループでの考えを出し、それにあった話（魅力）
をみんなでまとめ作成し始めた

グループでの考えを自分のにも加え、グループで
話し合い相違点や共通点など考えてスライドを作

成することができた

振り返りシートの原本
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教育データの集計
集計方法
1.授業中のアウトプットデータのまとめ
授業におけるマイ⿊板のキャプチャ画像（個人ワーク）、Google Jamboardのキャプチャ画

像（グループワーク）、授業におけるの最終課題（映画トレーラー）のGoogle スライド資料
（グループワーク）を、グループごとにまとめ、授業後の意⾒交換会にて個々の生徒の授業中の
学びの軌跡を⾒取った。
2.振り返りシートと自己評価の個人ごと・授業ごとのまとめ
前述の振り返りシートにおける自己評価を数値化（Aを３、Bを２、Cを1とする）することで、

生徒ごとの自己評価の推移および授業ごとの自己評価の傾向の可視化を⾏った。その結果、授
業ごとの理解度の客観視および生徒の変化の⾒取りにつながった。

生徒ごとに振り返りシートの自己評価を数値化しまとめた表

生徒一人ひとりの振り返りシートやマイ⿊板の内容を⾒取る前に、クラス全体を俯瞰し生徒ごと
の自己評価の推移を一目で確認ができるように表を作成した。自己評価がC（=1）、A（＝
3）のセルについては⾊付けを⾏うことで、注目しやすいように設計。例えば上記の表の例では、
自己評価が1から3に変化した授業がわかるようになる。
意⾒交換会の場では、こちらの表を確認しながら生徒に注目し、振り返りシートの内容やマイ⿊

板の具体についての議論を⾏うことができた。先生は生徒の状況をあらゆる学習データや日頃のコ
ミュニケーションで把握しているが、生徒の状況を可視化することで、情報共有や新たな気付きに
つながることが示された。

各評価の人数が項目ごとに
一覧可能

生徒ごとの自己評価
の推移が一覧可能
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授業ごとに自己評価の⼈数（A評価、B評価、C評価の⼈数）をまとめたグラフ

A評価が多い学習活動
マイ⿊板を使った整理、図式、タブレット端末を使った資料作成は「できる」、と捉えている生徒

が多い（11/34人＝32%）
C評価が多い学習活動
登場人物の言動への考察（授業初期段階）はC評価が多い。エキスパートグループでの協議

とそれの自分の考えへのフィードバックもC評価がやや多い。

協働学習およびマイ⿊
板を利用した時間をアイ
コンで記載した。
マイ⿊板を使い始めた

2時にてA評価の割合が
下がった。しかし、グルー
プ学習を始めた3時から
A評価の割合が高くなっ
てきたことがわかる。

授業ごとの生徒の自己評価をまとめたグラフを作成。自己評価であることを考慮する必要はある
が、授業ごとの理解度の推移が確認できるようになった。上記吹き出しに記載があるように、理解
度の推移と授業内容を合わせて確認することで、授業設計に生かすことを想定し作成。例えば、
理解度が低かった授業の次回の授業には、前回の振り返りを⼿厚く⾏ったうえで授業に入るなど
の使い方が想定される。
今回は単元終了後に集計を⾏ったため、集計したデータと先生の実態の感覚のすり合わせとし

ての利用となったが、リアルタイムで授業ごとの自己評価を上記のように集計することが可能となれ
ば、授業設計に役⽴てられると考えられる。

横軸は授業時間（一番右はまとめ）
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振り返りシートの自己評価とテストデータを集計したグラフ
生徒ごとの振り返りシートの自己評価（最終の自己評価）とテストデータの点数（知識・技能

の点数と思考・判断・表現の点数の合計点）を四象限のグラフでまとめた。
※自己評価A（評価が高い）を3、B（評価普通）を2、C（評価低い）を1に、数値変換

した。

●︓各生徒の状況（点数と最終の自己評価）、灰⾊の点線が点数、自己評価ごとの平均を
表す。

四象限のグラフとしてまとめることで、テストの点数だけでなく、自己評価と掛け合わせて生徒の
状況を⾒取ることが可能となる。その結果、生徒の理解度の定量的評価（テストの点数）と自
己認識の乖離が認識でき（赤枠で囲っている生徒）、従来気付けなかった生徒の状況の把握
につながった。池上教諭からは、⻘枠で囲われた生徒の特徴について、データとして表示された内
容に違和感がない生徒だとご意⾒をいただいた。

テスト平均点19.3点

自己評価平均2.1

︓ 自己評価が高いが、テストの点数は平均点以下であった生徒
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データ分析結果についての考察
3学期の授業においては、目標・活動内容ごとに生徒の自己評価をA、B、Cの三段階で振り

返りシートに記入させることで、先生が生徒ごとの自己評価の推移を認識できるようになった。先
生は普段の授業の様子やマイ⿊板などの授業中の成果物を踏まえ総合的に生徒の状況を把握
しているが、それらに加えて生徒の自己評価とその理由を都度確認することにより、より多面的に
生徒の状況を理解し、授業設計に生かすことにつながったと考えられる。
更に、今回の実証では、自己評価をAは3、Bは2、Cは1と数値に置き換え、可視化し、さらに

テストの点数とのクロス分析を⾏うことで先生によるクラス・生徒の状況の把握や指導の方法に役
⽴てられないか検証を⾏うために、授業後インタビューにおいて前述の図表を提示したうえで、池
上教諭に授業の振り返りをしていただいた。
データ分析を⾏った結果、成果として挙げられるのは以下の2点である。
1点目は、授業結果の振り返りを定量的な指標をもとに⾏えたことだ。「授業ごとに自己評価の

人数（A評価、B評価、C評価の人数）をまとめたグラフ」（P55）では、授業ごとのクラス全体
の理解度の推移を生徒一人ひとりの自己評価をもとに可視化した。そうすることで、授業での取
組内容と理解度の推移が一覧できるようになり、例えば今回ではグループ学習を始めた3時間目
からA評価の割合が高くなってきたという気付きが得られた。振り返りシートは生徒ごとに作成され
ており、先生はそれらを確認することで生徒ごと、授業ごとの状況の把握を⾏っているが、情報を集
計・可視化することで、先生方がより簡易に状況の把握ができ、あるいは普段の教育活動から感
じていた仮説をデータというエビデンスをもとに検証することもできるようになった。
一方で、今回は単元が終了したのちにデータを集計したために、毎授業ごとに集計されたデータ

を確認いただけなかった点に課題が残った。例えば授業終了ごとに直前の自己評価の状況やこれ
までの自己評価の推移を確認することが可能になれば、生徒への指導や次回以降の授業設計
に役⽴てることも可能になると推測される。より有意義にデータを活用するための、データの収集方
法や集計を⾏うための⼿段については、多くの先生にデータを教育活動に生かしていただくために
検討が必要であると言える。
2点目として、複数の学習データを組み合わせたことで、生徒の状況を確認することができた点が

挙げられる。今回の実証では、テストの点数データと最終の自己評価を散布図（P56）によって
表現することで、テストの点数による学習の定着度合いだけではなく、生徒自⾝がどのように評価
しているかも合わせて確認することができた。
先生は普段の教育活動の中で膨大な生徒の状況を示す成果物やデータを確認しているが、そ

れらを点ではなく面で確認することで、教育に生かせる有意義な情報に昇華させることができること
の一例を今回の実証で示すことができたと考えている。しかし、データの組み合わせの⼿法や種類
は数多く存在するので、より活用に資する情報や組み合わせ方や分析方法が何かについては今
後も研究が必要であると考える。

池上教諭は、小学校、中学校、高等学校での教員経験をされており、国語を教える教員とし
ての経験も豊富で、データとして提示した情報について既に普段の授業の様子から感じ取っていた。
つまりは、データを分析し、提示した情報が普段授業を⾏っている先生の感覚に近しいことを意味
する。教育活動におけるデータを定量化・可視化することによって、例えば経験が浅い先生が、経
験の豊富な先生と同等の知⾒を簡易に得られる可能性や、他の先生や生徒との対話の中で共
通の指標となる可能性が示唆された。また、本実証においては、先生による生徒やクラスの状況
の把握とその活用についての研究を⾏ったが、今回活用した振り返りシートやテストデータは、単
元における生徒の学習の経過と学習定着度を示したものであり、それらの指標を可視化したデー
タは、将来的には評価や生徒・保護者へ共有するデータとして活用できる可能性があると考えら
れる。
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52%
29%

10%

10%
そう言える
どちらかと言えばそう言える
変化はない
紙の教科書、ノートの方がそうだった

45%

35%

13%

6%

そう言える
どちらかと言えばそう言える
変化はない
紙の教科書、ノートの方がそうだった

42%

45%

3% 10%

そう言える
どちらかと言えばそう言える
変化はない
紙の教科書、ノートの方がそうだった

デジタル教科書に関するアンケート（生徒向け）
「走れメロス」の実施後、対象のクラスにアンケートを実施した。有効回答数は31件であった。

－Q1.本⽂への書き込みやマイ⿊板を利用し学習に取り組みやすくなった。

－Q2.自分の学習しやすいようにデジタル教科書を工夫して使うことができる。

－Q3.デジタル教科書を使用することで自分の考えを整理し、表現しやすくなった。
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32%

42%

19%

6%

そう言える
どちらかと言えばそう言える
変化はない
紙の教科書、ノートの方がそうだった

－Q4.根拠をもとに友達と話しやすくなった。（デジタル教科書を⾒せながら）

52%
23%

19%

6%

そう言える
どちらかと言えばそう言える
変化はない
紙の教科書、ノートの方がそうだった

－Q5.デジタル教科書を使って自分の考えを友達に示しやすくなった。（可視化）

39%

29%

23%

10%

そう言える
どちらかと言えばそう言える
変化はない
紙の教科書、ノートの方がそうだった

－Q6.キャスト、オクリンク、デジタル教科書の利用により、学習課題について自分で
考えることができるようになった。

59



Q1~Q7のすべての問において、「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答が過半数を超え、
デジタル教科書の利用に関して肯定的な意⾒をもっている生徒が多数を占めることがわかった。一
方で、「Q4根拠をもとに友達と話しやすくなった。（デジタル教科書を⾒せながら）」と「Q5デジタ
ル教科書を使って自分の考えを友達に示しやすくなった。 （可視化）」については、他の項目に
⽐べて「あまりそう思わない」「そう思わない」の⽐率が高いので、考えの共有という点で課題を感じ
ている生徒が相対的に多くいる可能性がある。
「Q8デジタル教科書を使ってよかった点を教えてください。 」における自由回答については、教科

書からの抜き出し機能やノートを書く、あるいは修正する⼿間を削減する機能により、自⾝の考え
をよりまとめやすくなった点、またその内容が共有しやすい点に価値を感じている生徒の意⾒が多く
挙がった。
一方、「Q9デジタル教科書を使って問題点、改善点があったら教えてください。」における自由回

答では、回線の繋がりにくさやデータが消えてしまった際のリカバリ方法がない点、操作方法がわか
らないという意⾒が挙がっていた。機能理解については活用の促進及び授業時の使い方の指導
等⼯夫により解消できると考えられるので、活用方法を明示することが重要であるといえる。

48%

29%

19%

3%

そう思う
どちらかと言えばそう思う
あまりそう思わない
そう思わない

－Q7.今後もデジタル教科書を使っていきたい。
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3-7. 2学期、3学期を通した学習成果物に関する考察

池上教諭自作の紙の振り返りシート。
学習活動を理解し、毎時間の振り返りで、め

あてを意識した書き込みができている。また、教
科書本文から「具体」と「抽象」の関係を読み
取る３時間目でも、「具体」と「抽象」の書かれ
た部分を本文から抜き出すことができたと書いて
いる。
この振り返りシートから、Zさんが授業に誠実

に向かう姿勢をもち、着実に理解していることが
わかる。

2学期、3学期を通して、マイ⿊板のキャプチャや振り返りシートなど、生徒の成果物を⾒てい
くと、どのように学びを深めていったかや、どこでつまずいたのかを⾒取ることができる。下記の生徒
（Zさん）は、2学期ではテストの成績が振るわなかったものの、3学期では大きく点数を伸ば
すことができた。Zさんを例に、2学期から3学期までの成果物を順を追って示したい。

①Zさんの成果物から⾒える学習の⾏動特性
【2学期】

2時間目に作ったマイ⿊板。「具体」と「抽
象」をキーワードとして抜き出し、図にペン機
能で該当箇所を書き込んでいる。

3時間目に作ったマイ⿊板。「かっこいいの具体」
について、本文をもとに考えを深めていったことが
わかる。

デジタル教科書を活用したZさんの学習活動
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3学期は、池上教諭のシートをもとに光村図書が提案したGoogle スプレッドシートの「振り返り
シート」を、毎時間生徒に提出させた。これを⾒ると、「学習活動の理解はできたが読解したことを
整理して表現することが苦⼿で、意⾒を上⼿く言えないことがある」と認識している。しかしジグソー
学習で、「理解したことを明確に伝えることができたため、読み深めることができた」と書いている。

振り返りシートにて自己評価Aをつけている学習活動で用いたマイ⿊板の画像を⾒ると、他の二
人に⽐べ、教科書本文（根拠になる文章）を中心に、メロスの人物像を説明している。Zさんは
マイ⿊板でホームグループのメンバーに伝えられたことが、Zさんのその後の活動に影響したのではな
いかと推察する。

【3学期】

Zさんのマイ⿊板

ホームグループ
の他二人のマイ
⿊板

グループでまとめたGoogle Jamboard

＋

この後の活動では自信が出てきたようで、友達か
らも評価をもらっていることから、自己評価は謙虚
だが学習に向かう意欲は高まったと⾒える。
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②Zさんの学習活動に影響を及ぼした学習活動とツール
2学期の学習活動において、Zさんは、「具体」と「抽象」の表現を読みとり、本文からその関係に

ついてマイ⿊板に整理した。振り返りシート(p.61)に、「できるようになったこと」と授業間のつながり
や流れを意識していることがわかる。これだけマイ⿊板で整理できていることを考えれば、一つの文章
から必要な情報を取り出して整理するところまではできているが、２つの文章を⽐べて、評論文の
特徴をつかむところまでは及んでいない(p.61ふり返りシート 4)。
3学期の学習活動では、ジグソー法の学習活動がZさんの学習意欲を⽀えた。とりわけ、エキス

パート班で作ったマイ⿊板を使い、ホームグループで説明がうまくできたこと(p.62上段表の緑囲み
部分)や、友達からの評価によって活動意欲が高まったことは容易に想像できる。以下の振り返り
シートにあるように、あまり普段は授業で前向きになれていないことを自覚しながらも、「CよりのBか
な」と捉えたところに、この単元での活動が自信につながっていることがわかる。Zさんの3学期のテス
ト結果は、クラス平均の19.3点を大きく上回る結果となった。

可視化される成果物の活用を進める
前述したように、本実証で生徒の学びを可視化できた成果物としては、以下が挙げられる。

• デジタル教科書上のマーキングや、マイ⿊板の内容（抜き出した本⽂、自分や友達の考え）
• ノートやワークシート、作⽂などの記述
• 振り返りシートの記述
• グループウエアに書き込まれた（作成された）内容、グループや個⼈で制作した成果物

先生の説明を個別に理解し、ノートに記録することで達成する「知識の伝達」が重要であった時代
から、自ら学ぶ道筋を理解し、様々な方法や教材を活用し主体的に学ぶ時代に切り替わったこと
を、授業で可視化されたさまざまな成果物からも⾒て取れる。また今回は、先生も成果物や振り返り
が可視化しやすい学習活動を組み⽴てている。そのことで、初めて取り組んだジグソー学習において
も、デジタル教科書等を用いてスムーズに交流活動を⾏っていたし、3学期には、振り返りシートの友
達の意⾒が励みになっている様子も書き込まれている。
このような授業での実績を踏まえたとしても、可視化された個別の成果物に対し、先生が毎時間

全員分のフィードバックを⾏うことは厳しい。振り返りシートを含めて、生徒たちだけでこれらの成果物
を検討し、次の学習に向けて活用できるようにしたいところである。それには、指導方法と、デジタル教
科書のようなコンテンツやリアテンダント®のようなシステムの開発の、両面で研究を深める必要があ
る。

Zさんの振り返りシートの総合的な自己評価
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4.本研究のまとめ
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４-1. 谷口台⼩学校について

放送⼤学 佐藤客員教授より

谷口台小学校では、「子どもの夢と未来をつなぐ学びの実現」を重点目標に掲げて、子ども主体
の授業づくりに取り組んでいるそうです。けれども、「子ども主体の授業」と言っても、これまで、指導書
を頼りにしての一⻫伝達型の授業づくりに慣れてきている先生にとっては、なかなかイメージしにくいと
ころでしょう。
今回、デジタル教科書を導入し、有識者を交えての本実証研究に参加することによって、先生側

に意識の変化が⾒られました。「事前の指導案検討会→公開研究授業→事後検討会」における
先生の発言や児童の姿から、一⻫伝達型の授業を⾒直そうという意識が生まれていったその要因に
関して、以下、考察したいと思います。
＜要因①＞事前の指導案検討会の役割
事前の指導案検討会において「デジタル教科書活用の授業モデル」 と「参考指導案」の説明を

受けディスカッションをしたことにより、一⻫授業に終始するのではなく、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的な充実を実現することが大事であるという授業イメージをもつことができた。
＜要因②＞授業における「考える時間」の確保
デジタル教科書の機能を使うことで、児童に考える場を与えるようになった。また、考えるための時

間をこれまで以上に確保するようになった。
＜要因③＞児童の変容
考える時間を確保することによって、先生が予想していた以上に、児童が集中して課題に取り組む

姿が観察された。例えば、本時の「せつめいのワザ」を⾒付ける学習活動においては、教科書本文と
マイ⿊板を⾏き来しながら、積極的にキーワードやキーセンテンスを抜き出したり、自分の考えを書き
込んだりする様子が観察されている。ここでは、ノートを取るのが苦⼿だった児童も、マイ⿊板で意⾒
をまとめることに集中していたという。また、その後の交流活動では、自由に移動して友達とマイ⿊板
を⾒せ合いながら、自分が⾒付けたワザについて説明し合う姿が観察された。
＜要因④＞児童の変容を授業後インタビューで共有
デジタル教科書を使い始めてから、互いのマイ⿊板を⾒ながら自然に対話が生まれたり、友だちの

考えを参考にして自分の考えを再構築してマイ⿊板に書き足す姿が⾒られるようになったりしたこと
が、授業後インタビューで報告されている。
このように、先生が児童の学びの変化をキャッチすることで、次はもっと児童に考える場をつくろう。そ

のためにはどのような学習課題が必要か等々、次はこうしてみようという姿勢に変化していったことが
窺えます。デジタル教科書の導入によって、先生自⾝に、これまでの指導書に頼った一⻫伝達型の
授業を⾒直すという、意識の変化をもたらせたと言えましょう。
今後は、本実証研究に参加した先生が、いかに学校全体にデジタル教科書の有用性を伝え、授

業改善に取り組んでいけるかが課題となりましょう。GIGAスクール構想の実現により、ICT環境が飛
躍的に整備された今だからこそ、「1人の100歩より100人の1歩」を期待したいです。
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相模原市教育委員会 東山指導主事より

デジタル教科書については、ある程度児童が使い方に慣れていることで、その効果がより発揮さ
れます。それとともに、先生も使い方に慣れる必要があると感じています。今回の研究授業では、
デジタル教科書のマイ⿊板を使い、自分の考えを整理し表現する活動を⾏いました。文字を書く
ことに苦⼿意識のある児童は、自分の考えはもっているものの、ノートに自分の考えを記述するとこ
ろで、活動が⽌まってしまうことがあります。マイ⿊板を活用することで、一人ひとりの児童の実態に
応じた目標までの過程を設定することができます。今回の実証事業を受けて、児童のアンケート
結果からも、効果は⾒られました。
さらに、国語では複数の叙述をもとに捉えたことから、自分の考えを組み⽴てたり表現したりまと

めたりします。今までの学習過程をつなげてまとめることが容易にできるのも、デジタル教科書の利
点だと感じております。その良さを先生が実感しつつ、児童一人ひとりが学び方を選択できるよう
な、ＩＣＴの活用をめざしていくことが大切だと感じます。
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放送⼤学 佐藤客員教授より

相武台中学校では、「すべての生徒が学びに向かう姿を語り合える職員室」をテーマに校内研
究に取り組んでいるそうです。学期ごとに授業アンケートを⾏い、「自分の考えを相⼿に説明するこ
とができる」(つながる⼒)、「生徒の話し合い活動で『できた』『わかった』『なるほど』と感じることが多
い」(乗り越える⼒)など 数値化して、生徒自⾝が学びをメタ認知する⼒の育成をめざしています。
また、GIGAスクール構想の実現がなかなか進まない中学校において、積極的にICT機器の操作
研修を実施し、生徒が自ら学びに向かう姿の実現のために、教科だけでなく教育活動全体で活
発に ICT を活用していこうという意識の高い学校です。このような学校に、デジタル教科書が導
入されるとどのような変化が起こるのか、⾮常に興味深いところでしょう。
今回、デジタル教科書を導入し、有識者を交えての本実証研究に参加することによって、先生

側に意識の変化が⾒られ、何度もデジタル教科書の授業に取り組まれました。「事前の指導案
検討会→公開研究授業→事後検討会」における先生の発言や生徒の姿から、一⻫伝達型の
授業を⾒直し授業改善に向かったその要因に関して、以下、考察したいと思います。
＜要因①＞もともとの先生の教育観
本実証研究に協⼒した池上教諭は、小中高校における教職歴をもつという稀有な経歴の人

物である。特に小学校における経験は、中学校における授業づくりに影響を与えており、これまで
も学習者の側に⽴った授業づくりを心がけていたことが窺われた。
＜要因②＞授業における「考える時間」の確保
そのような教育観をもってはいたが、事前の指導案検討会において、「入試がある」というキー

ワードを出して、先生が「教える」ことにこだわりを⾒せていた。実際の授業においては、 「参考指導
案」をカスタマイズし、マイ⿊板と紙のノートどちらを使うかは生徒の自由選択にするなどして「考える
時間」を確保した。
＜要因③＞生徒の変化
本授業において、生徒たちは図との併用が自分の考えを説明しやすいということに気付き、最終

的には全員がマイ⿊板で情報を整理し、考えを深めていく姿が観察された。授業において「選択
する場面」を多く設定することで、生徒の思考や表現が活性化することに着目し、本授業だけでな
く、古典おいても「選択する場面」の設定を多くした授業を実施したという。事後検討会では、これ
までにない生徒の意欲的な姿が観察されたと報告された。
＜要因④＞授業後インタビューにおける事例研究
授業後インタビューでは、本授業時のマイ⿊板の画面、事後の客観テストの評価をもとに、生徒

にどのような⼒が付いたかディスカッションを⾏った。データが、これまでにない生徒の変容を示してい
ることを⾒て、一⻫授業に終始するのではなく、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充
実を実現することの必要性についての発言が⾒られた。

中学校は教科担任制であり、一人ひとりの先生が高い専⾨性を有しています。その専⾨性を
生かして「どの単元のどの場面」でデジタル教科書を使い、生徒に委ねる時間を多くできるか等を
検討し、好事例を蓄積していっていただけることを期待したいです。

４-2. 相武台中学校について
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相模原市教育委員会 表⽊指導主事より

今回の研究は、ICTの可能性を最大限に生かした実践研究であり、とりわけ、デジタル教科書
のあらゆる機能を積極的かつ意図的に使用した実践でした。
研究を通して、次の点が明らかになったと考えられます。
① デジタル教科書を活用することにより、生徒が学習に意欲的に取り組めること
② ICTの活用による効果的な指導方法
③ デジタル教科書等のツールと採点システムを組み合わせることで、学習評価に生かせる材料を

⾒出せる可能性が大きいこと
とりわけ、②については、授業者は、生徒の思考を整理するために、人物相関図やマイ⿊板を

使用したり、考えたことを共有する場面においては、タブレット端末を互いに⾒せ合い、説明し合い
ながら考えを共有する場を設けたりする指導の⼯夫を⾏いました。その結果、相関図にまとめる、
グループで話し合う等、デジタル教科書を活用し、協働的に学ぶ場面において、生徒の自己評価
が高くなりました。また、生徒のアンケート結果からは、「デジタル教科書を使用することで自分の考
えを整理しやすい」（約80％）等、指導方法の⼯夫として、ICTが効果的に活用されたことがわ
かりました。
先生が常に「ICTはあくまでもツールである」という高い意識をもっていたからこそ、ICTの活用を通

して資質・能⼒を⾝に付けることができたと考えられます。今後については、マイ⿊板や自己評価、
採点システム（リアテンダント®）等を活用することにより、例えば、マイ⿊板の質は高いけれど、
テストの結果は振るわないなどのズレを捉え、指導に生かす等、それぞれのツールや資料を掛け合
わせることで授業改善等がますます進んでいくと感じています。
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